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1. 観戦について 

本大会は「有観客」の開催とする。インフィールド内部も走路に立ち入らない限り可とする。 

駐車場は、10.に記載の会場レイアウトを参照し、①選手用駐車場、②選手用大駐車場ともに利用可

とする。観戦や駐車場料金は無料とする。 

 

2. チーム駐車場及びテントエリアについて 

（１）いずれの駐車場もテント設営を可とする。台数に限りがある為、譲り合って使用すること。 

満車の場合は、駐車場②（10.会場レイアウト参照）に駐車すること。 

（２）フィールド内のテント設営は可とする。 

ただし、H/B 間におけるコミッセールのコミュニケーション確保の為、設置を認めないエリアがあるこ

とや、テントが飛ばないよう十分に留意すること。又、フィールド内はヘリポートとなっている為、有事

の際はテントの迅速な撤収に協力すること。 

 

3. ゼッケンの取付位置・向きについて 

ゼッケンの取付け位置は下図の通りとする。競争系種目（bunch race）は 2 枚張ることを必須とし、

タイム系種目に関しては、2 枚でも出走可とする。 

ただし、1 枚貼り（縦横共に）のみで競争系種目に出走することは不可とする。また、両面テープの

みの貼付は汗等で剥がれる恐れがある為、安全ピン等で物理的に留めることを推奨する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 競技場建屋の利用について 

（１）男女トイレ（１F のみ）、女子更衣室（２F）は、大会期間中終日利用可能とする。 

（２）建屋 1 階の利用は、7 月 28 日（金）13:00 から 7 月 30 日（日）17:00 までの利用とす

る。荷物預入、チームエリアとしての利用を認める。譲り合って使用すること。 
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5. 自転車等機材の保管 

４．のとおり、機材の建屋内保管を認める。 

ただし、紛失・破損・盗難等について主催者及び施設管理者は一切責任を負わない。各自留意すること。 

 

６．建屋内の清掃協力について 

会場内は場所の如何を問わず、ペットボトル、空き⽸、ごみ等の放置をせず、各自で必ず持ち帰ること。 

 

７．救急病院について 

   医療・救護体制については、以下のとおりとする。 

・負傷・傷病の選手、関係者は、救護所にてドクター及び看護師の手当て、診断を受ける。 

・救急車要請の場合は、ドクターの判断により主催者にて行う。自らの判断では行わないこと。 

・搬送先等については、消防署救急司令部の対応に委ねる。 

 

８．大会運営について 

(１)選手は、前のレースの終了までにスタート地点付近にて待機し、円滑な大会運営に協力すること。 

(２)推奨事項として、各チームスタッフ等は、予備のホイール・⼯具等を、スタート地点付近に用意・持参

する等し、トラブル発⽣時には直ちに対処し、プログラム遅延が無いよう協力すること。 

（特に後輪の締付け不具合等によるスタート遅延） 

（３）ホルダー（タイム系・競争系を問わず）は、原則各チームより供出すること。 

（４）建屋～インフィールド間は、走路の横断をせず、原則地下通路を通行すること。 

 

９．⽋場について 

大会の前日または当日に関わらず、やむを得ず⽋場となる場合は、別途 HP に掲載の「⽋場届」にて

ライセンスコントロール時に申し出ること。 連絡なき⽋場はペナルティーの対象となる。 
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10．別図 会場レイアウト 

 

１．レースに出場する選手の協力について 

⑫ 

 

⑥ 


